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INFORMATION INFORMATION

〜
対
象
は
生
後
満
３
カ
月
か
ら
６
カ

月
未
満
で
す
〜

　

４
月
か
ら
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
の
対
象
年
齢
が
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
」
と
短
く
な
り
ま
し
た
。
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
せ
ず
に
、

直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
接
種
機
会
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
会
場
に
関
わ
ら
ず
体
調

の
良
い
日
に
、
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

●
11
月
30
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

泗
水
公
民
館

持
っ
て
く
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

・
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
・
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

・
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

次
の
と
お
り
、
ポ
リ
オ
の
集
団
予

防
接
種
を
行
い
ま
す
。

●
11
月
22
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

菊
池
市
文
化
会
館

受
け
方

　

１
回
の
服
用
で
は
十
分
な
免
疫
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
６
週
間
以
上

の
間
隔
を
あ
け
て
、
２
回
服
用
し
て

く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

そ
の
他
の
注
意

・
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対
象

年
齢
が
「
６
カ
月
未
満
ま
で
」
に

な
っ
た
た
め
、
先
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
済
ま
せ
て
か
ら
、
次
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

・
下
痢
が
ひ
ど
い
と
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
が
弱
ま
る
の
で
延
期
し
ま
し
ょ

う
。

・
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
会
場
で
、
お
子
さ
ん
の

様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

菊
池
市
で
は
、
次
の
と
お
り
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

い
つ
頃
受
け
れ
ば
よ
い
か

　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
現
れ
る
ま
で

２
週
間
位
か
か
り
、
約
５
カ
月
間
は

そ
の
効
果
が
持
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
流
行
は
12
月
下
旬
か
ら
３

月
上
旬
が
中
心
で
す
。
よ
っ
て
流
行

期
に
間
に
合
う
よ
う
12
月
中
旬
ま
で

に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

　

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
の
義
務

は
な
く
、
本
人
が
接
種
を
希
望
す
る

場
合
の
み
に
行
い
ま
す
。

接
種
場
所

　

菊
池
市
の
契
約
医
療
機
関
（
か
か

り
つ
け
医
に
確
認
く
だ
さ
い
）

※
要
予
約

　

住
民
票
と
異
な
る
所
に
滞
在
し
て

い
る
人
は
担
当
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

予
診
票
は
医
療
機
関
ま
た
は
各
総

合
支
所
か
ら
事
前
に
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
、
各
総
合
支
所

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

12
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源
泉
所

得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

　

毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
の
１
年
間
の
合
計
額
と
、

そ
の
年
の
給
与
総
額
に
対
す
る
年
税

額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額
の
過

不
足
分
を
精
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
手
続
を
「
年
末
調
整
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、
年
末

調
整
に
よ
り
、
そ
の
年
の
納
税
を
完

了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
年

末
調
整
が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に

は
、
勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料

な
ど
の
申
告
を
正
し
く
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

平
成
17
年
分
の
年
末
調
整
に
お
け

る
注
意
点
と
し
て
、

①
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

②
国
民
年
金
保
険
料
等
の
控
除
を
受

け
る
場
合
の
、
そ
の
保
険
料
等
の

支
払
い
を
し
た
旨
を
証
す
る
書
類

の
添
付
又
は
提
示
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
、

配
偶
者
控
除
と
重
複
す
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
平
成
16
年
分
か
ら
適
用
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
１
月
か
ら
、
定

率
減
税
の
引
下
げ
に
よ
り
「
源
泉
徴

収
税
額
表
」
が
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
税
務
署　

☎
（
25
）
２
１
２
１

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で

安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民

生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い

る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要

性
）
及
び
役
割
（
使
途
）
や
税
務
行

政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す

る
と
と
も
に
、
国
民
の
皆
様
に
、
よ

り
能
動
的
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
を

「
考
え
」
て
、
国
の
基
本
と
な
る
税

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、

「
少
子
・
高
齢
社
会
と
税
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
各
種
の
広
報
・
広
聴
活

動
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得
者

や
主
婦
、
児
童
・
生
徒
な
ど
を
対
象

と
し
た
「
租
税
教
室
」
の
開
催
な
ど
、

税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　
「
租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
へ
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

菊
池
税
務
署　

☎
（
25
）
２
１
２
１

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

ご
存
じ
で
す
か

「
税
を
考
え
る
週
間
」

　市民の皆さんの人権問題（家庭内、隣り近所、借地、借家、相続、
遺言、差別、金銭のトラブル等）についての心配ごとや困りごとに
ついて相談に応じます。お気軽にご利用ください。相談は無料です。
と　き　12月５日（月）午前 10時～午後３時
ところ　菊池市中央公民館、七城公民館 、旭志老人憩いの家、
　　　　泗水地域福祉センター
相談員　法務局職員、人権擁護委員
問い合わせ先　市民課　または
　　　　　　　七城、旭志、泗水の各総合支所民生課

日　程　※子宮がん検診と乳がん検診を同時に行います。

対象地区 期　日 受付時間 会　場
泗水東小校区、豊水・亀尾・福本地区 11月30日（水）

午後１時～
午後１時30分

泗水体育館
吉富地区、泗水西小校区 12月１日（木） 泗水体育館
旭志全域 12月２日（金） 老人憩いの家「太陽の家」
七城全域 12月５日（月） 七城公民館
隈府地区 12月６日（火） 勤労青少年ホーム
河原・水源・菊之池・城北地区 12月７日（水） 勤労青少年ホーム
龍門・迫間・戸崎・花房地区、市全域（もれ） 12月９日（金） 文化会館

対象年齢及び検査料
検査 対象年齢 個人負担金（税込）

子宮がん検診（頚部） 20歳以上 600円
乳がん検診
（視触診＋マンモグラフィ） 40歳以上 1,000円

持参するもの
・同封の問診表
・料金
・健康手帳（持っている人）

 問い合わせ先　健康推進課

対象者および料金、接種回数
対象となる年齢 接種回数 本人負担額

満65歳以上の人、満60～65歳未満
であって心臓・呼吸器等の機能に重
い障害を有する人（身障手帳１級程
度）

１回 1,000円

満３歳～13歳未満の人 ２回
1,500円

満13歳～65歳未満の人 １回または
２回

※本人（未成年については保護者）の意思確認ができない場合は、市が行う予防接種
の対象とはなりません。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　子宮がんの死亡率は検診車の普及により減少しているものの、子宮頚部がんは20歳代での増加が目
立っています。
　また、乳がんは女性のがんの中で、胃がんや大腸がんに並び最も多いがんの一つです。特に40～50歳
代の女性に多く見られます。まだ検診を受けていない人は、ぜひ、この機会に受けましょう。
※9月～10月に行われた複合健診にて子宮がん・乳がん検診を受けた人は、今回は受けなくてもかまいません。

子宮がん検診・乳がん検診を行います

　近年著しく増えている大腸がん。大腸がんによる死亡は、男性
では肺がん、肝臓がんに次いで３番目、女性では１番目に多くな
ると推定されています。大腸内視鏡検査は、内視鏡を使って大腸
の中を直接診る検査でとても有効な検査です。
事前説明会
※当日検診時間の予約を取りまとめます。ぜひ、お越しください。

と　き ところ

11月28日（月）午前９時30分～午前10時30分、午後１時30分～午後２時30分 福祉会館

11月29日（火）午前９時30分～午前10時30分、午後１時30分～午後２時30分 泗水公民館

11月30日（水）午前９時30分～午前10時30分 七城公民館

検診期日　※検診時間は、事前説明会にて個別に時間指定します。
と　き ところ と　き ところ

12月５日（月） 勤労青少年ホーム 12月12日（月）旭志公民館
12月６日（火） 文化会館 12月13日（火）旭志公民館
12月７日（水） 西部市民センター 12月14日（水）七城公民館
12月８日（木） 泗水B＆G体育館 12月15日（木）七城公民館
12月９日（金） 泗水B＆G体育館

大腸がん（内視鏡検査）検診を実施します大腸がん（内視鏡検査）検診を実施します

特設人権相談所開設


